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生 年 月　1992年 4月愛知県生まれ
最終学歴　2018年名古屋大学大学院
　　　　　環境学研究科都市環境学
　　　　　専攻修了
業務経歴　2018年㈱昭和設計入社
　　　　　2024年-2025年
　　　　　某金融機関出向
　　　　　現在、PM部主任
●担当した主なプロジェクト
2022年　�健都イノベーションパーク

NKビル
2022年　�枚方駅前再開発大阪府民セ

ンター
2023年　�能勢町旧庁舎周辺整備基本

計画
2024年　曽根崎新地 2丁目計画
2026年　某温泉入浴等施設

■青年技術者のことば

そこで過ごす人々の活動や賑わい

が生まれ、街の風景となり、やが

て思い出の場所となっていく、そ

んな建築の実現を目指して日々の

業務に取り組んでいます。

私の部署では基本構想・基本計画

段階から実施設計まで長いスパン

をかけて建築に必要な機能や使わ

れ方、時には敷地の場所を検討し

ます。設計の前段階から建築に関

われるからこそ、利用者や近隣住

民にとって居心地の良さや賑わい

をもたらす機能・仕様と経済的・

法的・施工的な実現性のバランス

のとれた方針を提案できると考え

ます。

設計者として携わる際も建築を使

う人や住民の使い勝手や居心地の

良さを想像し、数々の諸課題をク

リアしながら細部の納まりまでこ

だわった、永く愛される計画を目

指しています。

好立地の開発案件が次々と白紙と

なるような建設市況において、計

画の初期段階から携わる設計者と

して豊かな建築を実現に導く仕事

に社会的意義を感じています。そ

の責務を果たせるよう、初心を忘

れず時代の変化を前向きに取り入

れていきたいと思います。
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